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高校の教科の中で「情報 ABC」が必須科目に位置付けられたのは平成 15 年度からであったから，
もう丸 5 年が経過している。教育課程審議会の意を受けて高等学校学習指導要領の全面改定を行った


















げての「国民運動としての IT 革命」が声高に叫ばれ，IT 化の大きな進展はあったが，一方で，案の
定，危惧した通り小中高校それぞれで不祥事を引き起こしている。インターネットの無理解な利用，
ケイタイの野方図な利用は好ましからぬ種々の社会問題を引き起こしてしまっている。 
今日でも情報 ABC の基本的な考え方は間違っていないと思っているが，情報環境の目まぐるしい
変化に教育指導の過程で現場が対応しきれていないという問題が露呈してしまった。人は「情報以前
の問題」と言うが，情報理解ということは自らが置かれている日常的なあらゆる局面での行動の規範
を形作るものだという基本を，小中学生はそれなりに，高校生はそれなりに，大学生も社会人もそれ
なりに忘れてはなるまい。 
今日の大学入学生はこれらの課程を終えて，情報基礎力は身につけていることが前提になっている
が，いま改めて考える必要があろう。 
 
